
今回の質問をするにあたり、愛知県の観光に対しての取組みを把握し、
また、答弁をいただき、大切なことは事業実施後に結果を検
証し、必要に応じては軌道修正する「PDCA」をしっかり回して
いくことを要望しました！
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　年初より続く新型コロナウイルス感染症の影響は、初夏には感染者数も減少
傾向となりましたが7月中旬には第2波の襲来となりました。現在（原稿執筆時10
月）は感染者数も再び減少し重症化の症例も少なくなりつつありますが、冬にか
けては第3波に加えインフルエンザとの同時流行が懸念されています。現在、マス
クやアルコール消毒液などの感染症対策の必需品は供給が安定してきています
ので、先を見据えた必要な備えを進めていく必要があります。買い占め騒動の時
のような不確かな情報に惑わされることなく落ち着いた行動を心がけましょう。

冬に備えた感染症対策を!!
m e s s a g e

一般質問をおこないました！
本年度2月議会に続き、2度目となる一般質問の機会をいただき
２つのテーマについて質しました。
1つ目のテーマ『あいちの観光戦略』についてご紹介いたします。

コロナ禍により、観光産業が大きなダメージを受ける中、多くの来訪者と経済効果が見込まれ
るジブリパークについて県内広域で恩恵を享受するため、どのように関係者と連携していくの

か、また、愛知県が持っている多くの観光資源をどのように国内外に情報発信していくか質した。

コロナ禍により、観光産業が大きなダメージを受ける中、多くの来訪者と経済効果が見込まれ
るジブリパークについて県内広域で恩恵を享受するため、どのように関係者と連携していくの

か、また、愛知県が持っている多くの観光資源をどのように国内外に情報発信していくか質した。

質問に対し県は、愛知デスティネーションキャンペーン
（自治体や地元の観光事業者等が共同で実施する大型観

光キャンペーン）で築いたネットワークを継承・発展させた「愛知観光プラット
フォーム」という市町村や地域の観光関係団体及び事
業者等との連携の枠組みを活用し、ジブリ来訪者を県内
宿泊・周遊観光への誘導に繋げていく。また、本県が有
する観光資源について、各分野に精通する専門家等と
の連携やデジタルを活用したPR・プロモーションを通じ
て戦略的に情報発信していくと答弁した。

あいちの観光戦略についてテーマ

2022年に開業するジ
ブリパークは、大変強力な

観光コンテンツになる。開業効果を最大限に
活用し、国内外から多く
の旅行者を呼び込み、
本県の観光を盛り上げ
「ジブリパークのある愛
知」としてブランド力を
強化する。

Q

担当局長 答弁 大村知事 答弁

コロナ禍により観光業は
「どん底」と言っても過言で
ない。きちんと予防してみん
なで支え合いましょう！

桜井の
意見！答弁を

受けて

新政あいち県議団控室   登庁盤の前にて

質問する桜井議員

答弁する芦沢観光
コンベンション局長 答弁する大村知事

一般質問の録画が
ご覧になれます▶

桜井ひでき
2020年10月
発行：桜井ひでき事務所県政レポート

現場の声を
県政に！

愛知県議会議員
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　新型コロナウイルス感染症対策を中心に総額719億円の一般会計補正予算をはじめ、感染症対策を推進する
条例制定や条例の一部改正など36議案が上程され、承認可決しました。また、コロナの感染拡大の影響による
企業の業績悪化を反映し、県税などの税収見通しを400億円引き下げ、目減り分は県債の増額などで賄います。

補正予算　総額804.6億余円（うち、新型コロナウイルス感染症対策719億余円）

コロナ禍による愛知県の財政運営の影響について

コロナ禍における学校教育の対応について

コロナ禍で2020年度当初予算計上事業の取捨選択もしくは不要不急の
支出がないか県施策を見直すことについて努力することが必要と考えま
すが、知事の所見を伺う。

授業でのＩＣＴの活用方法は、例えば生徒
は、家庭で、教員からタブレットに配信され

た課題に取組んだ上で、授業に臨むことができるようになった。さら
に、新型コロナウイルス感染症により、今後、学校が臨時休業とな
るような場合でも、学校と家庭がオンラインで結ばれることにより、
通常の授業と近い形で、学習が継続できるように進めていく。

本年度の当初予算に計上した事業には、適切な感染防止対策を講じることや、
リモート対応など実施方法を工夫することで実施可能な事業、あるいは現時点

ではすぐに成果が現れなくとも本県の将来の発展に向けて必要となる事業も含まれており、現時点
で一律に削減や見直しをすることは考えていない。今後は、執行段階における経費の節減に例年以上に努めつつ、新型コロナウ
イルス感染症の影響により執行が困難となる事業の見直しにも引き続きしっかりと取組むことで、年度内のさらなる財源確保を
図っていく。

新型コロナウイルス感染症における「感染症対策」と「感染拡大防止対策」について
今後、どのように取組んでいくのか伺う。

QQ

QQ

県立学校におけるオンライン学習の推進について
どのように取組んでいくのか伺う。QQ

大村知事 答弁

長谷川教育長 答弁

1 感染症対策
・藤田医科大学などにPCR検査業務の委託
・新型コロナウイルス感染症専門病院を設置／運営
・高齢者等に対するインフルエンザの定期接種事業  等

2 経済対策
・新型コロナウイルス感染症対応応援資金の融資枠を拡大
・商店街プレミアム商品券発行事業の支援
・県産のウナギ、ニジマス、シラスの学校給食への食材提供  等

代表
質問

主な
議案

コロナの再来に備え、地域経済の再生を図るための議会を開会！

代表質問する長江幹事長

質問1

新型コロナウイルス感染症対策に関する愛知県の取組について質問2

質問3

答弁する長谷川教育長

答弁する大村知事

※昨年度の2月補正予算から今回の9月補正予算の累計額は2,595億円

愛知県新型コロナウイルス感染症対策推進条例を制定‼

【 内容 】

1 条例の目的
・新型コロナウイルス感染症のまん延が、県民生活や地域経済に及ぼす影響を鑑み、県民、事業者の責務を
　明らかにするとともに、県が実施する新型コロナウイルス感染症対策の基本的な事項を定める。
・このことにより、関係法令による措置と相まって、新型コロナウイルス感染症対策を推進し、もって県民の
　生命や健康を保護し、県民生活や地域経済に及ぼす影響の最小化に寄与する。

2 行政、県民、事業者の責務
それぞれの果たすべき役割を明記

3 感染症対策の基本的な事項
対策の充実、県独自の対策本部の設置、県独自の緊急事態宣言（全国初）、
影響の緩和を図るための支援、適切な配慮（全国初）

【 条例の内容 】
感染症対策、予防対策として国で定めた業種別ガイドラインの実効性を高め

るため、施設ごとに対策チェックシートの作成・配布をした。今後は、ガイドライ
ン等の一層の普及に加え、クラスターが発生した場合には、その実態を把握し、県の対策リストの改
善に努めていく。また、感染症拡大防止では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために
は、患者クラスターの端緒を捉え、早期に対策を取ることが極めて重要であると認識。速やかに陽性
者を発見することが、クラスター対策の基本と考えており、保健所が特定した濃厚接触者には、症
状の有無に関わらず、直ちにＰＣＲ検査を実施している。今後、ＰＣＲ検査能力についても、9月末に
は一日あたり1,900件を超えるところまで強化。それに加え、大学病院への検査委託の拡大など
により、11月末には4,000件を超える検査能力を確保し、さらに増強を図っていく。

大村知事 答弁

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するとともに、適切かつ迅速に感染症対策を講ずるため、
新型コロナウイルス感染症対策の推進に関する基本的な枠組みについての条例を制定しました。

県内における新型コロナウイル
ス感染症の発生やまん延の状
況の把握、総合的な対策の推進、
県民・事業者に対する知識の普
及や情報発信等

行政の責務

新型コロナウイルス感染症に関
する正しい知識を踏まえ、予防
及びまん延の防止に努める等

県民の責務

新型コロナウイルス感染症の予
防及びまん延の防止のための措
置、施設において感染防止の措
置を講じている旨の掲示に努め
る等　

事業者の責務

愛知産

　9月定例議会が9月18日（金）～10月13日（火）まで
の会期で開催され、自由民主党・新政あいち・公明党の
3会派が代表質問をおこないました。新政あいち県議
団からは、幹事長の長江正成議員（瀬戸市選出：4期）が
登壇し、県政諸課題について県の考えを質しました。
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日々の活動

道路・河川合同要望会
「衣浦豊田道路建設推進協議会」
「名古屋岡崎線建設推進協議会」
「境川・猿渡川水系改修促進同盟会」
が合同で愛知県に予算確保等を要望。

12 水
8/

ジブリの“大じゃない”博覧会
ジブリの「過去から未来」を体感
するイベントが愛知県美術館で
開催！ 2022年のジブリパーク
開業に期待！

4
7
火

金

8/
新政あいち重点事業等
調査研究会を開催
愛知県が令和2年度に取組む重
点事業の進捗状況等について、
各部局よりヒアリング＆意見交
換を実施。

22 土
8/

職場委員長セミナーでの
県政報告
高岡支部にて県が取組む新型コ
ロナウイルス感染症対策につい
て組合役員へ報告。

4 金
9/

新政あいち県議団
総務・政調合同会議を開催
令和3年度における施策及び当初
予算に対する提言について議論。

1 木
10/

連合愛知街頭宣伝行動
愛知県の最低賃金・サブロク協定
に関する周知活動を実施。

大規模災害時に、全国からの応援人員や物資等を円滑に受け入れ、被災現場や地域の防災拠点に迅速
かつ的確に供給する「後方支援を担う新たな防災拠点」の整備に向けた取組を推進します。

震災に備え「後方支援」を担う新たな防災拠点を
整備します！

災害に備え、平時より取組む
ことが重要です！

桜井の
意見！

～

後方支援を担う新たな防災拠点
○候補地
　名古屋空港北西部

○想定される機能
　災害時…救出救援部隊や緊急物資の
　　　　　集結・集積・分配、統制
　平　時…防災に関する教育・訓練施設、
　　　　　公園やグラウンドなど

事業内容

全国からの
応援人員や物資を
迅速に被災地域へ

人的支援（自衛隊・警察・消防等）
物的支援（緊急支援物資、資機材）

▲防災拠点候補地「名古屋空港北西部」

名古屋空港
名高速
（国）41号

発行 :桜井ひでき事務所 〒471-0832 豊田市丸山町10-5-1
TEL 0565-71-1555　FAX 0565-29-0274

ホームページを是非ご覧ください ▶  https://sakurai-hideki.com/


